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＜s夕lvie＞論
村　松　定　史
　G6rard　de　Nerva1の小説Sptlvieは，1853年Revue　des　Deux　Mondes
誌掲載の後，1854年，作品集＜Les　Filles　du　Feu＞｝こ収録された名作である。
作者の実際の執筆時を除き，作品内部を構成する時間の深さは，六層からな
る（1）。1章で設定される過去に於ける現在（2）。3章中の三年前のSylvieの回
想（3）。4，5，6章で追想するSylvieを中心とした数年前の回想。これより
前と思われる7章中の精霊を演じるAdrienneの回想（4）。2章のAdrienneと
初めての出会いを持った少年時の回想。9，10，11，12章で断片的に現われる，
h6rosがValoisに来た当初の最も古い幼年時の回想。作品の最後，14章で示
される作中の現在時。
　これらの内，1，3章及び8～13章の過去に於ける現在の層を主軸と考える
なら，作品の約半分が過去現在，残りの半分が，より古い過去の回想というこ
とになる。より古い過去への回想は，M．　Proustの言うIntermittences　du
C（eurがスイッチの役目をはたし，この6vocationは，過去への呼び起こし
であると同時に，大抵いずれかのh6roineへの追想ともなっている。
　J’ai　essay6　de　les　fixer　sans　beaucoup　d’ordre，（＿）（XIV）
　語り手の言葉通り，エピソードは時間的には順不同に並べられている。編年
的でないということは，逆に，h6rosの心理的秩序に従って叙述されていると
いうことである。どの現実も，夢や幻さえもが，等価値を持ってh6rosの意識
の表面に浮び出るのである。
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　この愛の物語の中にあっては，h6rosの恋人は一人ではない。三人の女主人
公たちは，重なり合い，からみ合い，反発しながら交互に登場する。一つにつ
ながれた三種の数珠玉を，それぞれに拾い出してつづると，三人の女の性格と
表象が明らかになる。　（図表1）
　幼なじみSylvieは，タイトルを専有して，主たるh6roi’neである。　h6ros
との接触は，大抵は戸外，それも森や野の散歩に於てである。屋内は，4章の
島の神殿の宴を含め，いずれも食事のテーブルである。この小説に心理描写は
ないが，会話がその代役をはたしている。Sylvieとh6rosのやりとりは，現
実的接触を，また食卓は，日常的行為の共有を意味する。
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　《La　f6e　des　16gendes　6ternellement　jeune！．．．》（VI）
　h6rosはこうつぶやく。しかし，具象的に描かれたアテネ風の容貌，レース
作り・手袋作りという具体的職業は，村娘Sylvieにもっとも濃厚な実在感を
与えている。
　Adrienneとh6rosの接触は，常に一方通行で，半夢幻的な形を取る。輪踊
りの中での口づけは，逢魔が時の一瞬の出来事であり，叙述は夕闇の幻想に包
まれている。chaalisで舞台上にAdrienneを見たのも不確かな記憶だ。
　（＿）」，en　suis　a　me　demander　s，ils　sont　r6els，　ou　bien　si　je　les　ai
　r6v6s．（VII）
　Mais　1’apparition　d’Adrienne　est．elle　aussi　vraie　que　ces　d6tails　et　que
　1’existance　incontestable　de　1’abbaye　de　Ch含alis　？（VII）
　修道女Adrienneのイメージは，僧院によって喚起される。
　（＿）1’aspect　du　couvent　me　donna　un　instant　rid6e　que　c’6tait　celui
　peut．atre　qu’habitait　Adrienne．（V）
　2章で，Adrienneが城館へ駆け込む前に歌うのは，＜princesse　enferm6e
dans　sa　tour＞の歌である。僧院も城も，そこに幽閉された女性そのものの表
象であり，高い塔や尼僧院の壁は，h6rosを女性から隔て，㌔hatelaine”への
思いを一層つのらせる（5）。
　Aur61ieに対しても当初h6rosは一方的な憧れを抱くにすぎない。
　Moi？C’est　une　image　que　je　poursuis，　rien　de　plus，》（1）
　Sylv玉eの結婚を知った後，　h6rosはAur61ieに花束をおくり，手紙を書く。
しかしAdrienneとの同一視がこの恋の正体であると分かると，　Aur61ieもま
た離れて行く。現実世界で行動する女as　Aur61ieを表象するのは・人間ρ臭い
にみちた劇場という空間である。
Les　trois　d6esses　6changent　leurs　attributs　et　leurs　r61es，　car　le　poさte
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　espさre　parvenir　a　les　fondre　en　une　figure　unlque．（6）
　Jean　Richerの指摘するsyncr6tismeは，作中の次の四つのくだりによって，
首肯しがたい。
1）　（．．．）j’emportai　cette　double　image　d’une　amiti6　tendre　tristement
　rompue，　puis　d’un　amour　impossible　et　vague，　source　de　pens6es　doulou．
　reuses（＿）（II）　「友情」と「愛」は異なるものであり，　Sylvieへ
　のそれと，Adrienneへのそれは，　h6rosの内で抗争する。上記引用に続い
　て，＜La　figure　d’Adrienne　resta　seule　triomphante＞とある。
2）　Aimer　une　religieuse　sous　la　forme　d’une　actrice！（＿）Reprenons
　pied　sur　le　r6el．（III）　　こう述べた次の節の初めは〈Et　Sylvie＿〉で
　はじまる。修道女と女優の同一視におののき，立ち戻ろうとする「現実界」
　でh6rosを招くものはSylvieである。
3）　Tout　h　coup　ie　pensai　h　1’image　vaine　qui　m’avait　6gar6　si　long－
　temps．（．．．）j’6voquai星e　spectre　funeste　qui　traversait　ma　vie・（VIII）
　この節のすぐ次で〈Sauvez一皿oi！〉とSylvieに助けを求める。　Adrienneと
　Aur61ieという悪夢，あるいは愚いて離れぬAdrienneという女像への
　antithさseとしてのSylvieである。
4）　　（．．．）　que　votre　voix　ch6rie　r6sonne　sous　ces　voates　et　en　chasse
　l’esprit　qul　me　tourmente，　ftit．il　divin　ou　bien　fatal　1（XI）　　精霊に扮
　するAdrienneを見たその同じ広間で，　SylvieにAdrienneを演じさせる
　のは，二老の合一を望むからではなく，Sylvieの力で不吉な幻を駆逐せんが
　為である。
　以上四点は，SylvieとAdrienneの対立，抗争を示している。異なる本質
を持つ二人のh6roi’neは作中交互に登場し，周期的な構成はあたかも輪唱の効
果をあげている（7）。
　　もう一人のh6roi’neであるAur61ieについては，　Aur61ie＝・Adrienneとい
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う公式を前提とする。それはh6rosが自ら語る通りである。
　Cet　amour　vague　et　sans　espoir，　congu　pour　une　femme　de　th6atre，（．．．）
　avait　son　germe　dans　le　souvenir　d’Adrienne，（．．．）（III）
　Aimer　une　religieuse　sous　la　forme　d’une　actrice！（III）
　Sorlvie創作の十年前，東方旅行の際のメモの中にすでに＜Poursuivre　les
memes　traits　dans　des　femmes　diverses．〉の手稿が見える。　Nervalにつき
まとう同一視のテーマは，．A班疏αに於て女神の統合形成へと発展するが，こ
こでは女優と．修道女が「演ずる」という行為や相似という思い込みによって一
つの女像に重ね合わきれている。L．　Cellierは言う。
　Il　se　r6fugie　en　Allemagne，　Son　objectif　est　d’assumer　son　obsession：
　fa童re　son　possible　pour　qu’Aur61ie　devienne　Adrienne．116crit　pour　elle
　une　piさce　o血le　rδ1e　qu量1ui　est　destin6　est　celui　de　．Laura　《que　ses
Parents　firent　religieuse》．（8）
　　しかし，Chantillyでの興行の折，　h6rosの思いに反してAur61ieは言う。
　《Vous　ne　m’aimez　pas！Vous　attendez　que　je　vous　dise：《La　com6・
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dienne　est　la　mδme　que　la　religieuse》；vous　cherchez　un　drame，　voila
tout，　et　le　d6noament　vous　6chappe．　Allez，　je　ne　vous　crois　plus．》（XIII）
　　しかも，そう言われたずっと後にAur61ieが誰かに似ていないかとh6ros
は　Sylvie　に問う。
　　　　Vous　souvenez－vous　d’Adrienne　？
　Elle　partit　d’un　grand　6clat　de　rire　en　disant：《Ωuelle　id6e！》（XIV）
　h6rosの固定観念は客観性のない，やがてNervalの中で形成されて行く個
人神話の核となる混酒統合の認識として理解される（9）。しかしここでは，
Adrienneの方は観念的な女神像として描かれるが，　Aur61ieの方は，現実界
に属する，実在の手ざわりがある。Aur61ieは，鏡1（であり，現世に於ける
Adrienneの影である。ところで女優であるAur61ieが生命を持つのは，夜，
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劇場の幕の上がる時である。Adrienneが城の広場で歌うのは夕闇の降りる頃
であるし，Chaalisの修道院で精霊を演ずるのも夜のことだ。　couvent　de　saint－
S．．．を見ることで，h6rosがAdrienneにふと思いが至る時も，たちまちそ
れは朝の光とともに消えて行く。
　Le　jour　en　grandissant　chassa　de　ma　pens6e　ce　vain　souvenir　et　n’y
　laissa　plus　que　les　traits　ros6s　de　Sylvie・（V）
　Adrienne－Aur61ieが夜を担うものならば，朝を担うのはSylvieである。
h6rosとSylvie出会いは明け方から午前にかけてである。二人の上に暮色が
降りると，2章ではAdrienneに打ち負かされてしまうSylvieであり，4章
では二人は帰宅のために別れねばならない。
　Sylvie　avait　sommei1，　je　jugeai　que　j’6tais　perdu　dans　son　esprit．（XII）
　夕食の後には，早々に辞して行くSylvieである。このnuitとjourの対
比も，魔性をおびた神秘の修道女と，日焼けした健康な村娘をそれぞれに象微
している（10）。
　ところで，収録きれた作品集の題でもある「火の娘」にSylvieが該当する
か否かの議論にこのことは関連する。M．　ProustやJ．　Richerの説を否定し，
入沢康夫説を支持する井田三夫の考えと，論者の説は軌を一にする（11）。Sylvie
の登場は，森・野原あるいは小川のほとりである。Sylvieという名前はsilva
（森）、sylvanus（森林神）と通じるものであり，　h6rosは作中，　Sylvieをnaiade
にたとえている。
　Vous　6tes　une　nymphe　antique　qui　vous　ignorez．（VIII）
　Sylvieの好きな歌は小川の歌である。
　　La　belle　6tait　assise
　　Pr色s　du　ruisseau　coulant．．．（III）
　10章の川遊びの思い出もそれを裏付けているし，Adrienneが「城の広場」で
冠をさずけられたのに対し，Sylvieが「湖の島の神殿」で花冠を受けるのも象
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徴的である。陽光の下の水の流れは，Sylvieの健全な生の表微であり，いわゆ
る「一生を支配した恋」に対立する救済の「水の娘」と言えるだろう。女優，
あるいはmystさreの精霊を演ずる修道女は，夜にこそ光彩を放つ「火の娘」
であり，Sylvieの対立者と言えよう。
　L60n　Cellierは，＜triptyque＞という構造分析を試みたが，最初と最後の
三章ずつが逆刷りの形で向き合うとする論拠が，事象の対応のみであり，4～
7章と8～11章を組み合わせた中央のパネルも，内容的な流れから見れば無理
な図式化である（12）。最終章第14章は，時間の層として最も浅く，1～13章の全
体を受ける終結部である。Aur61ieの物語は，1章と13章に主として語られ，
2章はAdrienneに捧げられているが，3～12章のSylvieを中心とする物語
に，Adrienne－Aur61ieは分かちがたくからみ合っている。時間の層からも，
中心軸となる過去に於ける現在は，1～13章がひと続きであり，小説の内枠は
13章に終結している。
　12章は，Sylvieを中心とする中央におかれた物語の一つの結末である。2章
でAdrienneに対峙して登場するSylvieは脇役の位置にとどまっているが，
3章で＜1’inconnu＞を打ち消すべくh6rosの脳裡に浮ぶのは＜la　plus　belle
de　Loisy＞っまりSylvieである。3章の前半を占めるSylvieへの追想は，
＜depuis　trois　ans＞とあるから，3年前のイメージをもとに語られてはいる
が，完全な過去の回想の形は取っていない。幼い頃からのいくつものSylvie
の姿がないまぜになり，一体となってh6rosの胸に迫っている。従ってこの部
分は，どの時代のSylvieと限定しえぬかわりに，漠然とした全体像が，次の
4章から12章までで語られる様々な時間層のSylvieの物語への序幕をなして
いるのである。〈ALoisy！〉，そう御者に叫んでh6rosが出発して行くのは，
Sylvieの土地であると同時に，過去の空間への旅である。12章までのSylvie
の物語は，3章に幕を上げる。
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　4～5章と8～10章の間には，次のような繰り返しの平行関係がある。
　Loisyの村祭一Sylvieとの再会一無沙汰を替められる一Sylvieとし
っくりいかない一仲直りする一　Sylvieのアテネ的な容貌一踊りを抜け
出す一語らい一一Sylvieの兄登場一別れ一　h6rosは伯父の家へ向かう
一Ermenonville付近散棄一翌朝Loisyへ一Sylvieの部屋一二人は
散歩に出かける。
　数年の時の流れは，同じ設定にもこまごました変化を与え，とりわけSylvie
の心を変えてしまっている。平行関係の後者では，Sylvieは疲れた顔つきをし
ており，花々はうなだれ，天はどんよりとし，乾し草の匂いはつんと頭にこた
える。
　《Sylvie，　lui　dis－je，　vous　ne　m’aimez　plus！》EIIe　soupira．《Mon　ami，　me
　dit－elle，　il　faut　se　faire　une　raison；（＿）（VIII）
　Sylvieはレース作りはよして手袋職人になり，その部屋は当世風に飾られて
いる。失望を感じるh6rosとSylvieの会話もはずまない。平行の後者がすべ
て悲しみの色を帯びているわけは，4～5章と8～10章の2つの挿話の結末を
なす6章と12章の相違によるものである。
　6章には，散歩の目的地Othysでの仮装結婚の場面がある。　d6jeunerのテ
ーブルについているのはSylvieとh6ros，そしてSyl▽ieの伯母である。
　（．．．）nous　6tions　l’6poux　et　l’6pouse　pour　tout　un　beau　matin　d’6t6・
　（VI）
　この美しく幸福な仮想結婚の介添役は伯母であり，テーブルをいうどるもの
に祝婚歌がある。
　Elle　retrouva　meme　dans　sa　m6moire　les　chants　altern6s，　d’usage　alors，
　qui　se　r6pondaient　d’un　bout　a　l’autre　de　la　table　nuptiale・　et　le　naif
　6pithalame　qui　accompagnait　les　mari6s　rentrant　aprさs　la　danse．　Nous
　r6p6tions　ces　strophes　si　simplement　rythm6es，　avec　les　hiatus　et　les
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　assonances　du　temps；amoureuses　et　fleuries　comme　le　cantique　de
　l’Ecc16siaste；（．．．）（VI）
　それらは日常を離れた儀式の歌であり，演じられた虚構をもっとも美しい形
で現前化する強力な演出の力を持つ。
　一方，12章では，chaalisを折り返し点とする二人の散歩の帰着地として
LoisyのSylvieの家がある。二人を待つものはsouperのテーブルである。
しかし，ここでSylvieの隣りにすわるのは別の男である。
　J’avais　remarqu6　d6ja　que　l’amoureux　de　la　veille　6tait　assis　h　sa　gau－
　che．（XII）
　青年は，すなわち，＜grand　fris6＞，　h6rosの乳兄弟である。　J．　Richerは，
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＜LE　GRAND　FRISE＞の中に，＜FILS　NE　GERARD＞というNerva！の
名のanagrammeを指摘しているが，＜frさre　de　lait＞が，　h6rosのdouble
であることは疑いない（13）。会食者の中で親しくh6rosと言葉を交わすのは1e
pさre　Doduである。
　《Te　voila！petit　Parisien，　me　dit　le　pさre　Dodu．　Tu　viens　pour　d6bau－
　cher　nos　filles？（XII）
　冗談めかした会話だが，Sylvieがもはや＜petit　Parisien＞の自由にならない
ことがほのめかされている。1e　pさre　Doduは，分身grand　fris6の肩を持つ。
　《Les　hommes　sont　6gaux，（．．．）je　bois　avec　un　patissier　comme　je　ferais
　avec　un　prince．（XII）
　Sylvieとgrand　fris6の結婚をh6rosに告げるのも妖術師じみたこの老人
である。彼もまた歌う。
　Lepさre　Dodu　se　mit　a　entonner　un　air　a　boire；on　voulut　en　vain
　Parr6ter　a　un　certain　couplet　scabreux　que　tout　le　monde　savait　par
　cceur．（XII）
　6章の，cantiqueの如き6pithζ1ameに対して，今度は卑狼な酒の歌である。
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儀式の歌によってとり行なわれた擬似結婚が，実体のないmariage　blancで終
わるのに対して，air　b　boireは完全な結婚の，現実的で卑俗なる前景気．であ
る。こうして，6章と12章の二つの食卓には，それぞれSylvieとh6ros，，
Sylvieとgrand　fris6がすわり，介添に伯母あるいはle　p6re　Doduがつき
そっている。（図表2）
（図表2）CORRESPONDANCE　ENTRE　DEUX　TABLES
　VI　OTHYS
la　tante　de　Sylvie　　　．
〈6pithalame＞
d6jeuner
Sylvie　　　　h6ros
（les　hab三ts　de　noces）
XII　LE　PERE　DODU
　　le　pさre　Dodu
　＜alr　b　boire＞
souper
Sylvie　　　　grand　fris6
（le　mariage　de　Sylvie）
　夫をなくした伯母，J．J．　Rousseauを失ったle　pさre　Dodu。庇護者のもは
やいない二人の老人は，どちらも過去に生き，かつての庇護者たちとの暮しを
なつかしみ，若者たちの上に自分の過去を重ね合わせて自ら慰む。Octavieに
登場する＜une　bonne　vieille＞は，　Nerva1作品の一つのテーマだが，ここで
も老人は儀式の介添，二人の取り持ち役をはたしている（14）。
　6章の模擬結婚は，12章で示されるSylvieの婚姻の伏線である。前者後者
の相似関係にあって決定的な相違は，h6rosのかわりにgrand　fris6がSylvie
と結ばれる点にある。この，似て非なる，doubleの結婚という結末について
述べる前に，次の二つの布石に注意したい。
1）　Vous　m’avez　par16　autrefois　de面2＞buvelle　H610ise，（＿）．　Vous
　souvenez－vous　du　jour　oti　nous　avons　revatu　les　habits　de　noces　de　la
　tante　？．．．Les　gravures　du　livre　pr6sentaient　aussi　les　amoureux　sous
　de　vieux　costumes　du　temps　pass6，　de　sorte　que　pour　moi　vous　6tiez
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　Saint－Preux，　et　je　me　retrouvais　dans　Julie．（VIII）
　8章で，SylvieはParisからやって来たh6rosと踊りの集いを抜け出す。
J，・J．Rousseauのla　1＞buvelle　H60ゑ∫ε（1761）は，発表以来のベストセラー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
で，1771年版では，Jean－Michel　Moreau（1741～1814）の版画が作品を飾っ
ている。Sylvieはそれを指しているのであろう（15）。　R　Jeanの推定から，仮
装結婚を1825年頃と想定するなら，およそ半世紀前の挿絵は，約半世紀前の伯
母の衣裳と一致しよう（16）。仮装したSylvieをh6rosはたとえて〈Elle　avait
1’air　de　l’accord6e　de　village　de　Greuze＞と言うが，　Jean　Baptiste　Greuze
（1725～1805）の〈L’Accord6e　de　village＞は1761年の作であり，やはり半世
．紀前の古風な花嫁姿である。
　Sylvieが「新エロイーズ」を読んだのは，5章の終わり，　Othysへの途次，
h6rosが紹介したからである。　Valoisという土地からJ．－J．　Rousseauを，
Roussaeuからその作品を，という連想は自然だが，なぜ暗論する作品にあえ
て「新エロイーズ」が選ばれたのか。Sylvieが自分とh6rosをJulieとSaint・
Preuxになぞらえた如く’，田園を舞台にした恋物語として似通っているから
であろう。成就きれぬ恋　　Julieの結婚一立ち去るSaint・Preux－Julie
の幸福な結婚生活・二人の子供一再会一Julieの夫とSaint・Preuxの友情…
　こうして「新エロイーズ」は，古い服装の悪人たちの挿画から，6章の婚礼
衣裳のエピソードを喚び起こし，他方12章のSylvieと分身の結婚を，あるい
は14章の後日諦をも予告暗示することになる。
2）　Je　lle　sais　pourquoi　ma　pens6e　se　porta　sur　Ies　habits　de　noces　que
　nous　avions　revetus　chez　Ia　vieille　tante　a　Othys．　Je　demandai　ce　qu’ils
　6taient　devenus．（X）
　Nervalは＜Je　ne　sais　pourquoi＞と，無作為を装うが，これに答えるSylvie
の言葉に注意したい。
　（…）elle　m，avait　pr6t6　sa　robe　pour　aller　danser　au　carnaval　b
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Dammartin，　il　y　a　de　cela　deux　ans．（X）
　Sylvieがあの花嫁衣裳を着てカーニバルへ行ったのなら，花婿の衣裳は誰が
着て行ったのか。3年このかたLoisyへ来ていないh6rosの代役をdouble
　　　　　　以外の誰がつとめよう。幼年時への追想の内に＜de　l’ieau＞のエピソードがた
だ一度grand　fris6の名を提示するだけなのに，第10章は＜grand　fris6＞の見
出しを持っている。この仮装舞踊会のエピソードの陰にも，h6rosのdoubleと
してのgrand　fris6の存在が隠されていると見て間違いあるまい。
　補足するに，この10章で語られるくde　l’ieau＞という水に溺れそうになった
話は，＜Sylva量n　et　Sylvie＞と名付けられる断片にも見いだされる。そこで
grand　fris6の位置を占めるのは，　Sylvieの兄Sylvainである。　SOrlvieで
Sylainとgrand　fris6は分離されているが，素材としては一人の青年だったと
考えられる。ここでSylvainとは別の青年を必要としたのは，　Sylvieと結婚
しうる人物を作り出すためであり，h6rosとは乳兄弟というっながりを持ち，
Sylvainという素材からは分離させた，　Sylvieの第二の恋人としてgrand　fris6
という男を仕立てたわけである。
　ところで，この仮装結婚の話は，Le　Marquis　de　Fayolle（1849）にもPro－
menades　et　Souvenirs（1854～55）にも繰り返されるNerval特有のテーマ
の一つだが，のん詑に於ては，きわだって美しい至福にみちた夏の朝の出来
事とされている。幼なじみのh6rosとSylvieは，仮装と祝婚歌とによって，
身も心も花婿花嫁になり切り，このまま結ばれて行くかに見える。しかしなが
ら，h6rosの演じたのは，本当に自分の花婿姿だったのだろうか。彼は，すで
にいない狩場番人の衣裳を着て，過去を演じているにすぎず，未来の自分を予
行演習しているわけではない。このsimulacre　de　mariageは，過去の衣裳
を借りた仮構であり，Nerva1あるいはh6rosの強い願望が生み出させた仮象
にすぎない。仮装は夢と現実の接点である。夢の側からはh6rosが，現実の
側からはSylvieが歩み寄った唯一の交点，相方の限界点に於ける結びつきが，
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仮装の婚礼だったのである。
　儀式は，pratoniqueな側面で遮断されている。実際にSylvieと結合するの
は，h6rosの願望を体現する別の肉体，　grand　fris6というdoubleである。結
婚式ごっこまでした二人が，三年後には結ばれなかったと言うのではなく，仮
想結婚そのものがすでに結ばれぬ恋を暗示しており，現実界では分身がSylvie
を獲得し，本身はParisへ去って行く，というわけである。
　ところで最後に，7章と11章の関連性を付しておく。7章は，Sylvieの物語
の間に挿入されたAdrie㎜eのエピソードである。精霊に扮したAdrienneを
見たChaalisの僧院に，11章で，　h6rosはSylvieを連れて行く。それはh6ros
に愚りついているAdrienneの霊を現実側のSylvieの力によって浄化するた
めである。Sylvieの物語に，　Adrienneはからみ合い，7章と11章はわかちが
たい正続のつながりを持つ。
　全14章の作品構造を整理すると，14章は，1～13章の全体をうける大尾，後
日謬であり，13章は1～12章までの内枠の結末である。3～12章はSylvieを
中心とした中央の物語で，それは3～7章と8～12章という追復構造をなして
いる。このkanon形式を支えるのが，4～5章と8～10章の内容的対応であ
り，7章と11章，6章と12章の呼応関係である。とりわけ6章，12章は，第一
声部，第二声部の各々のクライマックスをなし，doubleのテーマによる呼応
は，kanon形式の追復を決定づけている（17）。（図表3）
　　　　　　　　（図表3）SCHEMA　DE　STRUCTURE
I　II X皿）av
一　　　　　　　　一
Sylvieは，かくの如く，対位法的構造と，二重の落ちと，いくつかの伏線
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によって精密に構築されている。一方，時間の流れは直線的でなく，幾層もの
過去を自在に行きつ戻りつする。h6rosの意識の底の，心の秩序に従って進行
する。それは恣意的であると言うよりは，ほとんどNerva1の体質に根ざすも
のであり，現実，夢，幻想，文学や絵画の虚構世界，神話等の間に柵はなく，
等価等距離のものとしてそれらが重なり合って作者あるいは語り手の心理の表
層に浮上してくる様は，無意識の論理とでも呼ぶべきものだろう。
　ところで，Sylvieという女主人公を中心に語られて来た小説Sylvieの結末
が，次のように閉じられることで，だれしもとまどう。
　《Pauvre　Adrienne！e11e　est　morte　au　couvent　de　Saint．S．．．．，　vers
　1832．》（XIV）
　作中繰り返されて来たSylvieとAdrienneの相克が，　Sylvieの勝利で終止
符を打たれたのか。幕切れを取りしきるのが死神であることは，SPtlvieが
ro皿an　tragiqueであることを示すものなのか。
　夢と現実に境を持たないh6rosにとって，幽明もまた隔たったものではな
い。死は再生への契機なのであり，輪廻転生がh6rosにAdrienneと再び
生きる可能性を与えている。Sylvieが・4urgliαの序章をなすゆえんもここに
ある。
　　　　　　　　　　　　註
　テキスト及び関連草稿はP16iade　I（1974），同】1（1970）
によった。引用部に付したアラビヤ数字は出典の章を示す。
（1）Jean　Richer（Nerval，　Exp6rience　et　Cr6ation；Hachette，1963），　Raymond　Jean
　（Nerval　par　lui－mame；Seui1，1964）は，それぞれ過去を4つのプランに想定し，
　L60n　Cellier（de　Sylvie　h　Aurglia，　Structure　close　et　structure　ouverte；A・L・
　M．No．131，1971）は大きくA，　B，　Cの三層とし，　Cをさらに三分している。
（2）第1章の終わりの＜un　6cho　lointain　des　f6tes　naives　de　la　jeunesse＞は，2章
　　　　　　　　　　　　　　一　188　一
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　の少年時と同じ層にもとれるが，9章以下で四回にわたって回想される最も古い幼年
　時のものと考える。
（3）＜depuis　trois　ans＞という言葉から，4章以下の車中での回想より新しいものと
　想定されるが，Sylvieへの思慕は完全な追想の形はとっていない。このことは本文
　で再びふれる。
（4）　7章中心部の＜En　me　retragant　ces　d6tails，　j’en　suis　h　me　demander　s’ils　sont
　r6els，　ou　bien　si　je　les　ai　r6v6s．〉という箇処は，　R．　Jean（前掲書）も言うように
　「現在時」が混入しているわけで，この瞬間は，物語っている現在（14章）をつきぬけ，
　執筆時という「現在」にまでNervalの意識は引き戻されている。
（5）「塔に幽閉された姫」は中世騎士道物語以来の＜chatelaine＞の典型である。
（6）　J。Richer（前掲書）
（7）SylvieとAdrienneの相克を示す資料を二つ補足する。5章中のくL’air　6tait
　tiさde　et　embaum6＞で始まる一節に，　Aristide　Marieが所蔵していた草稿では，次
　の異文が挿入されている。＜deux　figures　aim6es　se　combattaient　dans　mon　esprit：
　1’une　semblait　descendre　des　6toiles　et　Pautre　monter　de　la　terre．　La　dernibre
　disait：Je　suis　simple　et　fraiche　comme　les　fleurs　des　champs；1’autre：Je　suis
　noble　et　pure　comme　les　beaut6s　immortelles　congues　dans　le　sein　de　Dieu＿〉
　野の花はSylvieを，不滅の美はAdrienneを指すことは言うまでもない。また，1853
　年11月5日付のMaurice　Sandに宛てた，　Sylvieの挿画を依頼するNervalの手紙
　は，二つのタイプの女性がいることを証言している。〈ll　y　a　deux　femmes，1’une
　Pactrice　et　blonde　　type　bourbonien　　Louise　d’Or16ans　par　exemple．　L’autre
　ale　type　grec：M三nerve　souriante　et　naive（＿）＞type　bourbonienと言うの
　は，Adrienneのイメージが，　Mortefontaineの女城主la　baronne　de　Feuchさres
　（le　Prince　Louis　de　Bourbon－Cond6の愛人Sophie　Dowes（1790～1840））の思い
　出に根ざすものであり，Belgique王妃LQuiseの金髪の艶姿は，　Adrienneの像を通
　してblondeの女優Aur61ieへと一つのタイプを形作っている。知恵の女神
　Minerve，つまりAth6naが，＜ath6nien＞であるSylvieの特徴と一致しているこ
　とも明白である。
（8）L．Cellier（前掲書）。　Cellierが指しているのは13章の次の部分である。〈j’avais
　entrepris　de　fixer　dans　une　actiQn　po6tique　les　amours　du　peintre　Co1Qnna　pour
　la　belle　Laura，　que　ses　parents　firent　religieuse，　et　qu，il　aima　jusqu，b　la　mort。＞
　NervalはFrancesco　Colonna　と　Polia，　Francesco　Petrarca　と　Laura　という二つ
　のカップルを混同して結びつけてしまっているが，7章でAdrienneが精霊を演ずる
　僧院の雰囲気を＜aux　sentimentalit6s　de　P6trarque　et　au　mysticisme　fabuleux　de
　Francesco　Colonna＞を連想きせるとしている。また，初期短編Portrait　du　Diable
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　の主人公の画家Eugさneの恋人の名をLauraとしているのもconfusionの一因か
　もしれない。
（9）Aur61ieが，　Nervalが思いを寄せた実在の女優Jenny　Colon（1808～1842）をモ
　デルとしていることは言うまでもないが，Sophie　Dowesの影を宿すAdienne，幼少
　時に失った母，Isis女神，聖母Maria等が混然一体となって救済の女神が擁立きれ
　るのは，遺作Aur6haに於てである。
⑩　この「光と闇」の対照は，大浜甫（ネルヴァル論考28「シルヴィ」（4）；「形成」5
　月号，1980）がわずかに言及しているが，重要な表徴の一つである。
（ID入沢康夫（G6rard　de　Nervalの＜Octavie＞について；日本フランス文学会「フ
　ランス文学研究」，1970）井田三夫（ネルヴァルの「シルヴィ」について一ヒロイ
　ン，シルヴaをめぐって一；慶応義塾大学法学研究会「教i養論叢」第45号，1977）
㈱　L．Cellier（前掲書）。Cellierのこの図式化は，　Georges　Poulet（Sylvie　ou　la　pens6e
　de　Nerval　Trois　essais　de　mythologie　romantique；Jos6　Corti，1966）のesp6rence
　とd6ception，　Ross　Chambers（G6rard　de　Nerval　et　la　po6tique　du　voyage；Jos6
　Corti，1969）のVoyage　nocturneとpromenade　diurneと言う対比がまずdiptyque
　と言う着想を与えたことが基礎となっている。
⑬　Jean　Richer（Nerval　au　royaume　des　arch6types，〈Octavie＞＜Sylvie＞Aur61ia；
　Minard，　A．　L．　M．　No．130，1971）Nervalにとってdoubleのテーマは，　Vayage　en
　Orient，　Le　roi　de　Bicetre，　Aurtilia他，多くの作品に繰り返し現われるが，　Aurelia
　10章には，女主人公Aur61iaを妻｝こするのが，語り手である「私」の＜double＞だと
　いうくだりがある。なお，安斎千秋（ネルヴァルに於ける分身物語（承前）；「佛蘭西
　文藝」第4号，1979）が，分身のテーマの検索を精密に進めている。
aの入沢康夫（ある恋文の秘密一「オクタヴィ」研究補遺；The　Meiji　Gakuin
　Review　3，1966）参照。
㈲　9章の冒頭で，伯父の家を見に行ったh6rosが，なつかしく目にするものの中に
　〈toute　une　s6rie　encadr6e　de　gravures　de　1，　Emile　et　de　la　Nouηelle　H410∫58，
　par　Moreau＞とある。
（⑯R．Jean（前掲書）
Oの人物のdoubleと，構成のdoubleという形態は，初めは仮の姿を取った化身が現
　実の中に現われ，後に夢の中に本当の姿を取った本体が現われる夢幻能の様式と一致
　している。3蜘∫θでは，初めに空想の儀式に本身が参加し，後に現実の結婚を分身
　がなす。こうした二重構造は，望みをはたしえぬ人間の強い魂の願望が，虚構の内に
　一つは夢を実現させ，一つは現実を現前させようとするところから生まれる。観念と
　実体の二重の相において自己を奪還しようとする試みである。
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